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論 文 内 容 要 旨
X整理番号 891 民 名 高橋聡文（たかはしとしふみ）
学位論文題目
Histological and quantitative polymerase chain reaction-based 
analysis of Buruli ulcer using mapping biopsy method. 
(マッピング生検法を用いた病理組織と定量的P C R法によるブルーリ 
潰瘍の解析）
目的：ブルーリ潰瘍は非結棱性抗酸菌のMycobacterium ulceransを原因とする、度 










方 法 ：滋賀医科大学倫理審査室の承認を得て研究を行った。滋賀医科大学附属病院皮 













(備考） 1 . 論文内容要旨は、研究の目的 •方法 •結 果 •考 察 •結論の順に記載し、 2 千字 
程度でタイプ等を用いて印字すること。
2 . ※印の欄には記入しないこと。
別紙様式 3 の 2 (課程博士 •論文博士共用)
(続紙）
結 果 ：患者は 19歳から 33歳で、全例が男性であった。全例で病理組織検査、スメア・ 
病理組織のZiehl-Neelsen染色、PCR検査によりブルーリ潰瘍と確定診断された。全 
例で四肢に病変を呈した。2 例が紅斑と潰瘍が混在する複雑な病変を呈し、1 例は円 
形の潰瘍を呈した。全例が診断未確定の状態で抗菌剤投与を受けていた。病理組織的 
所見は、皮下組織を主とする顕著な壊死を示すものと、リンパ球•組織球を主とする 
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2) 皮下組織を主とする壊死を示すものと、 リンパ球•組織球を主とする炎症細胞浸潤を 
示すものに分かれ、炎症細胞浸潤が主体である部位より、壊死を主とする部位の方が 
菌 DNA量が多い傾向が示された。
3 ) 切除標本の病理組織学的検討により、病変部中央に壊死が強く辺縁に進むにつれて炎 
症細胞浸潤が増えた。
4) 定量的 PCR法でも、同一病変内、同時に採取された検体であっても部位により菌DNA 
量が異なった。
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